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1701 年（元禄 14 年）に、弥彦山麓で間瀬銅山が発掘され、明和年間（1764 年〜1772 年）
に銅の精錬工場の稼働が開始したこととも関係が深い。これにより、燕地域には良質な銅
が大量に供給され、同地では銅鍛冶も始まった。当時燕では、全国の神社に使われる和釘
                                                   
































                                                   
4 中小企業の定義は、中小企業基本法による。（製造業：資本金 3 億円以下、従業員 300 人以下等） 
5 本稿は現代ビジネス研究所 2020 年度採択プロジェクト（学生メンバー：食安全マネジメント学科 4 年






















学を追究するには、企業運営は「製作本能（The Instincts of Worksmanship）」を持つ技術







一方で、地域産業集積研究では、企業間取引関係やネットワークに注目した Piore and 
Sabel（1984）、そして、産業集積を「ある特定の分野に属し、相互に関連した、企業と機
関からなる地理的に近接した集団」17と定義し、強いクラスターが地域の経済発展や地域活




















































































































37 企業家の資質として① 不測の状況でも行動し、② 新しいことに反抗し慣習に戻る人に立ち向かい、③ 
社会環境からの抵抗（法律や政治的妨害等）を乗り越える、強いリーダーシップが必要と述べた。 







































本稿では 2017 年～2020 年に実施した、燕三条地域の中小企業 50 社へのインタビュー46
の結果から、先行研究から導き出された前項のリサーチクエスチョンを踏まえ、企業家の
事例を定性的に分析する。調査手法については、社会調査の手法の一つであるインタビュ











































瓶古代瓦金銀象嵌」（玉川堂 4 代目玉川覚平氏作）が展示されている。 
「打つ。時を打つ。」をコーポレート・スローガンとしている、株式会社玉川堂（以下、
玉川堂）は、銅板を鎚（かなづち）で叩き起こす製造方法による「鎚起銅器」の伝統技術
を継承する企業であり、1816 年当時 17 歳であった初代玉川覚兵衛氏（1799 年～1872 年）




49 2020 年 11 月 25 日付株式会社玉川堂匠長玉川達士氏及び番頭山田立氏へのインタビューによる。 
50 長い年月をかけて継承されたノウハウや技術を元に、職人が頭の中でイメージし、それが銅器の設計図
となる。 
51 元禄年間（1688 年～1704 年）に、弥彦山麓の間瀬村で開かれた間瀬銅山からは、良質な「緋色銅」の
採掘が行われたという。 





































                                                   






































                                                   
54 2019 年 9 月 24 日燕市役所産業振興部佐藤雅之主任、有限会社徳吉工業代表取締役徳吉淳氏のヒアリン
グによる。 
55 燕在住のかざり職人星野玄司氏が、江戸で「住吉張り煙管」の製造を習得し、燕で煙管を作った。 
56 1776 年（安永 5 年）、会津若松出身のかざり職人錺屋市右衛門が、「村田張り煙管」の製造を、燕の青
山藤七に伝授した。 
57 星野の住吉張りと青山の村田張りの 2 つの技法が競い合い、煙管が広く作られるようになった。 
58 下町ロケットｘ燕市特設 HP（https://www.city.tsubame.niigata.jp/section/rocket/index.html）による。 
59 米国アップル社の携帯型音楽プレイヤーiPod の裏面を高い精度で磨き上げたのが、燕の研磨職人であっ
た。 











ブレードを開発・供給するべく、2017 年 7 月から勉強会をスタートしたという。そして、
国際スケート連盟技術認定員の岡﨑真氏、元新潟県スケート連盟所属の今井遥氏、新潟県
スケート連盟理事長の伝井達氏をはじめ、多くのスケーターによる試滑走を経て、試作第 4
弾まで改良を重ねた。また、製品化の最終候補として 3 パターンを製作、2020 年 2 月 13




















が担う。研究会発足から 3 年間、改良を重ねた試作品が 2020 年 2 月に完成すると、徳吉工
業ではスケート事業部を新設し、「燕ブレード」の販売事業を開始した。積極果敢に研究開
発や試作等に挑戦する「職人」を擁する地域中小企業は、燕地域の社会的資産であるとと
                                                   
60 2020 年 2 月 28 日付燕市役所 HP（https://www.city.tsubame.niigata.jp/kogyo/shoko/94/4169.html）に
よる。 




































                                                   
61 玉川達士氏の受賞経験は、第 59 回(平成 24 年)日本伝統工芸展、第 61 回(平成 26 年)日本伝統工芸展入
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